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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年2月13日(2014.2.13)

【公表番号】特表2010-516796(P2010-516796A)
【公表日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2009-547634(P2009-547634)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  68/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/96     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  68/04    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ  69/96    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ  65/28    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年12月18日(2013.12.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１７】
　オンラインＩＲ測定のためのＡＴＲ－ＦＴＩＲ（ＡＴＲ＝減衰全反射）：
　反応の間、遊離プロピレンオキサイド（８２８ｃｍ-1）の含有量、ポリエーテルカーボ
ネートポリオール（１７４５ｃｍ-1）のカーボネート含有量、及びプロピレンカーボネー
ト（１８１４ｃｍ-1）のカーボネート含有量を検出した。示された波数での吸収の集積面
積は、相当するものの質量含有量を決定する役割を果たす。プロピレンオキサイドのみに
基づいたＡＴＲ－ＦＴＩＲの較正を予め行った。ポリエーテルカーボネートポリオールの
カーボネート含有量を13Ｃ－ＮＭＲにより測定し、プロピレンカーボネートの含有量をＧ
Ｃにより測定した。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２６】
　実施例１：ＳCとしてモノプロピレングリコールを用い、ＳRとしてポリプロピレンオキ
サイド（Ｍn～４６０ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシル価＝２４２ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝２）を
用いたポリエーテルカーボネートポリオールの調製；Ｆ＝２、及びポリプロピレンオキサ
イド末端ブロック
　２０リットル撹拌反応器中、ＳRとしてポリプロピレンオキサイド（Ｍn～４６０ｇ／ｍ
ｏｌ；ヒドロキシル価＝２４２ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝２）１９５０ｇ、及び同じポリプロ
ピレンオキサイド中の５．２５％強度のＤＭＣ触媒懸濁液５２．５ｇを、減圧（１０ｍｂ
ａｒ）下、１３０℃で１時間乾燥させた。水含有量は、０．００８質量％であった。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２９
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２９】
　実施例１に対する比較例１：ＳRとしてポリプロピレンオキサイド（Ｍn～４６０ｇ／ｍ
ｏｌ；ヒドロキシル価＝２４２ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝２）を用いたポリエーテルカーボネ
ートポリオールの調製；ＳCの供給流なし；Ｆ＝２、及びポリプロピレンオキサイド末端
ブロック
　２０リットル撹拌反応器中、ＳRとしてポリプロピレンオキサイド（Ｍn～４６０ｇ／ｍ
ｏｌ；ヒドロキシル価＝２４２ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝２）３７５５ｇ、及び同じポリプロ
ピレンオキサイド中の５．２５％強度のＤＭＣ触媒懸濁液４８ｇを、減圧（１０ｍｂａｒ
）下、１３０℃で１時間乾燥させた。水含有量は、０．００５質量％であった。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３２】
　実施例２：ＳCとしてグリセロール及びジエチレングリコール（モル比＝３：１）を用
い、ＳRとしてグリセロール－ジエチレングリコール（モル比＝３：１）（Ｍn～１１３０
ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシル価＝１３６ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝２．７５）に基づくポリプロ
ピレンオキサイドを用いたポリエーテルカーボネートポリオールの調製；Ｆ＝２．７５及
びポリプロピレンオキサイド末端ブロック
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３３】
　２０リットル撹拌反応器中、ＳRとしてグリセロール－ジエチレングリコール（３：１
）（Ｍn～１１３０ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシル価＝１３６ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝２．７５
）に基づくポリプロピレンオキサイド１９５７ｇ、及び同じポリプロピレンオキサイド中
の６．０％強度のＤＭＣ触媒懸濁液４６ｇを、減圧（１０ｍｂａｒ）下、１３０℃で一時
間乾燥させた。水含有量は、０．００９質量％であった。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３６】
　実施例２に対する比較例２：ＳRとしてグリセロール－ジエチレングリコール（モル比
＝３：１）（Ｍn～１１３０ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシル価＝１３６ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝
２．７５）に基づくポリプロピレンオキサイドを用いたポリエーテルカーボネートポリオ
ールの調製；ＳCの供給流なし；Ｆ＝２．７５及びポリプロピレンオキサイド末端ブロッ
ク
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３７】
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　２０リットル撹拌反応器中、ＳRとしてグリセロール－ジエチレングリコール（モル比
＝３：１）（Ｍn～１１３０ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシル価＝１３６ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ＝
２．７５）に基づくポリプロピレンオキサイド５９６０ｇ、及び同じポリプロピレンオキ
サイド中の６．０％強度のＤＭＣ触媒懸濁液４３ｇを、減圧（１０ｍｂａｒ）下、１３０
℃で一時間乾燥させた。水含有量は、０．００７質量％であった。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４０】
　実施例３：ＳCとしてヒマシ油（Ｍn～９５０ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシル価＝１６２ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ、Ｆ～２．７５）を用い、ＳRとしてヒマシ油を用いたポリエーテルカーボネ
ートポリオールの調製；官能性～２．７５及びポリプロピレンオキサイド末端ブロック
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４４】
　実施例３に対する比較例３：ＳRとしてヒマシ油（Ｍn～９５０ｇ／ｍｏｌ；ヒドロキシ
ル価＝１６２ｍｇＫＯＨ／ｇ、Ｆ～２．７５）を用いたポリエーテルカーボネートポリオ
ールの調製；ＳCの供給流なし；官能性～２．７５及びポリプロピレンオキサイド末端ブ
ロック
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